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Ⅰ．研究の背景・目的 

茨城県つくば市の「平塚通り」と「しらかし通

り」は、柴崎交差点を結節点として隣接している。

２つの道路の開発時期は、異なるものである。こ

の影響から沿道の様相はまるで異質なものとな

っている。「平塚通り」は 1970年代以降の筑波研

究学園都市の開発に行われ、テクノパーク桜は

1990年代前後に開発が行われている。 

本研究では、道路に沿って立地する施設に注目

する。駐車場・駐輪場の設置状況とその特徴を通

して、開発時期の違いや、立地特性の違いを見極

め、道路沿いの景観から影響を考察する。 

Ⅱ．研究対象・分析手法 

２つの道路沿線の「建築物の景観」「駐車場・駐

輪場の設置状況」を調査する。範囲は図１のエリ

アとする。この結果を比較・検討し考察する。 

Ⅲ．分析結果 

 柴崎交差点を境に、駐車場の設置形態・設置状

況に明らかな変化が見られた。「平塚通り」におい

ては、沿道の建物は、すべてにおいて車で直接建

物の駐車場に入ることが不可能となっている。ま

た傾向として、平塚通りに向いて店舗の入り口が

立っていることが多い。さらに駐車場はもそれぞ

れの店舗ごとで所有している。停車可能台数も 10

台以下の店が多いのである。 

一方で、「しらかし通り」について、道沿いは典

型的なロードサイドの様相を示している。多くの

店舗が 10台以上の駐車場を保有し、なかには 50

台以上の駐車場を保有する店舗もある。また、い

くつかの店舗で120台近く停車できる駐車場をシ

ェアするという形態も見られた。 

Ⅳ．結論 

1970年代と1990年代では自動車保有台数も異

なるものであった。ロードサイドも完備され自転

車や自家用車で買い物や食事に行くという習慣

に変わり沿線も変化したのではないかと考えら

れる。「平塚通り」「しらかし通り」は当時の面影

を残しつつ、いまも人々の生活に根付いているも

のと考えられる。 
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